
「◎前年度評価の振り返り」の「反映状況」について

「３　成果指標の達成状況」の「達成状況に関する背景・要因」について

「４　施策を構成する事務事業の検証」について

「５　施策の総合的な評価」について

●シート記載内容全般について

令和２年度　施策評価検証シート 評価年月日　　令和２年９月１１日

部会名 しごと部会

・事務事業の検証結果がすべてＣであったが、事務事業の必要性についてより具体的に記述すべきで
ある。

・評価がなされている。

・花巻地域に記述が偏っている。事務事業では、その多くが、大迫、石鳥谷、東和を対象にしている。
これらの地域での今後につながる動向をきちんと記述してほしい。

商工労政課

施策の目指す姿 歴史と景観が調和した魅力ある商店街となっています

■施策評価シート（平成31年度実績評価）について

・反映している。ただし、花巻地域に偏りすぎており、市民目線で見ると、大迫、石鳥谷、東和へも触れ
られるべきである。さらに、商店街の新しい動きについて、市民にPRすべきである。例えば、若者による
リノベーションの街づくりへの取組など。

・説明されている。ただし、「市街地における一日当たりの歩行者数」という成果指標の妥当性について
は、自動車利用者が多くその人たちの計測が難しいのではないか、など疑問が出された。

施策No. 1-3-2 施策名 商店街の再生 施策主管課


